
（詳しくは、P3～P4をご覧ください。）

事務局より、「第1回大会」の様子をご紹介します。

＜第1回　全国ユース環境活動発表大会＞　【副賞】国内外　環境研修

みなさんも、ぜひ第2回大会で受賞して、海外＆国内の環境研修を体験してください！

全国ユース環境活動発表大会とは
「全国ユース環境活動発表大会」は、環境省と独立行政法人環境再生保全機構が
進める「全国ユース環境ネットワーク促進事業」の一環として開催しています。環境
活動を実践する高校生が一堂に会する「出会いの場」であり、創造力を働かせて行っ
ている自らの環境活動の発表をし、相互研鑽を行う場として実施しています。

応募をしてください！
ご応募いただくと、書類選考により、出場高校を選出させていただきます。また、大会
への出場が叶わなかった場合でも、環境活動実践高校として「全国ユース環境ネット
ワーク」に登録され、次号の環境情報誌に高校名を掲載いたします。以降、いろいろ
な環境情報もご案内させていただきます。

全国大会は、2日間開催！
「第1回大会」は、2日間開催いたしました。 1日目は「ESD学びあいフォーラム」、
2日目は「環境活動発表大会」と表彰式です。「ESD学びあいフォーラム」では、
基調講演やワークショップを実施し、環境活動を推進している先輩や仲間と出会
い、大変に有意義な交流の時間を過ごしました。フォーラムの後の「交流会」も、
とても盛り上がっていました。

環境大臣賞

日時　　平成28年7月26日（火）～7月30日（土）　３泊５日
場所　　アメリカ合衆国オレゴン州ポートランド
内容　　①　オレゴンの歴史･自然体感　
　　　　②　環境に配慮した持続可能なまちづくりの理解
　　　　　　（関連施設の見学・専門家による講義等）
　　　　③　米環境保護庁、ポートランド市、ポートランド州立大学との意見交換

環境再生保全機構 理事長賞

日時　　平成28年8月8日（月）～8月10日（水）　2泊3日
場所　　北海道千歳市、苫小牧市、安平町
内容　　①　北海道的景観体感　②　酪農・畜産民泊体験
　　　　③　畑作農家民泊体験　④　貢献プラン作り・実践

「賞」を頂いたことに誇りを感じ、地域の方はもちろん評価して下さった方にも恥じない活動を
したいと意識するようになりました。より一層活動に対して誇りを持てるようになりました。

表彰は？
「第1回大会」では、以下の表彰を行いました。
◆　環境大臣賞　1校　（賞状、副賞： アメリカ環境研修）
◆　環境再生保全機構　理事長賞　1校（賞状、副賞：北海道環境研修）
◆　特別賞　2校（賞状、副賞：記念品）
◆　優秀賞　16校（賞状）

2017年2月4日（土）＆5日（日）
国連大学で開催！

受賞した高校生の感想

「第2回　全国ユース環境活動発表大会」
第2回全国大会の
日程が決定！

「高校生参加による、アメリカ 環境体験プログラム」
参加校（受賞校）　静岡県立静岡農業高等学校（生徒３名＆教諭１名）

「高校生参加による、北海道 環境体験プログラム」
参加校（受賞校）　京都市立伏見工業高等学校（生徒4名＆教諭1名）

今回二泊三日の国内環境体験プログラムではカヌーや牛の
世話、薪割りなどとにかく初めてのことが多くとてもワクワク
しました。自給自足の生活を身をもって体験することがで
きとても良かったです。また民泊をすることで人の温かみを
感じ大家族の一員になったような気分になれました。

三泊五日のポートランド研修では、ウィラメット滝の保全活動や、
環境保護区の方との交流など現地の環境活動の調査やそこに
住む人と交流を図る事ができました。海外の自然との向き合い
方や価値観を学ぶことが出来ました。アメリカで出会った方
たちが温かく迎えてくださったのがとてもうれしかったです。
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参加高校募集中！

 広く、設備の整っている会場

社会人と大学生、高校生が楽しくワークショップ

環境大臣と一緒に記念撮影

独立行政法人環境再生保全機構
理事長

福井 光彦

ご 挨 拶

　平素は、環境行政及び地球環境基金事業にご協力を賜り、御礼申し上げます。

　地球上では、二酸化炭素による温暖化や砂漠化、熱帯林の減少、生物多様性の損失など様々な環境問題

が深刻化しています。こうした状況の中、2015年度には2つの大きな動きがありました。

　ひとつは、2015年9月の国連総会において、持続可能な開発目標（SDGs）が採択され、経済、社会及び環境

の三側面のバランスが取れた統合による持続可能な開発の達成という考え方が明らかにされました。

　もうひとつは、2015年11月にパリで開催された気候変動枠組条約第21回締約国会議（COP21）におい

て2020年以降2030年に向けた取組の新しい国際枠組であるパリ協定が合意されました。我が国も、

2030年度において、2013年度比 26.0％減の水準にするとの新たな温室効果ガス削減目標を策定し、

また、長期的な目標として、2050年までに80％の温室効果ガスの排出削減を目指すこととしています。

　こうした「持続可能な開発の達成」や「気候変動への対応」を推進していく上で、「様々な主体の参加と連携」

や「長期的な視点」がますます大切となっており、とりわけユース世代の役割りが重要となってきている

ことは言うまでもありません。

　こうした状況をふまえ、昨年度、環境省と独立行政法人環境再生保全機構において「全国ユース環境

ネットワーク促進事業」を創設しました。本事業は、ユースに対して、志を同じくする仲間や先輩等との

交流や、活動を通じて得た学びを共有するネットワークを形成し、もってユースの能力開発を図ろう

とするものです。

　また、その事業の一環として、本年2月に環境省、独立行政法人環境再生保全機構及び国連大学サステ

イナビリティ高等研究所の主催で第１回全国ユース環境活動発表大会を開催いたしました。全国から

選りすぐりの環境活動を実践する高校生が、日頃の活動内容を披露しあい、同世代が行う活動から、多く

の気づき、学びを得ることが出来ました。

　第2回となる今回からは、大学生の環境活動を対象とした、全国大学生環境活動コンテスト（ecocon）と

の協力も始めることとし、「ユース世代の参加と連携」及び「長期的な視点」の醸成という観点から、ユース

世代の環境活動をより積極的に応援していくこととしております。

　皆様方におかれましては、本事業の趣旨をご理解いただき、積極的な参加をいただきますよう、お願い

申し上げます。
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